
新 中 総 第 ７ １ ３ 号

令和２年１１月２５日

中央区自治協議会会長

外内 光春   様

新潟市長  中原 八一 

   （担当 中央区総務課） 

令和３年度 中央区の特色ある区づくり予算（区役所企画事業）（案） 

について（報告） 

 「令和３年度 中央区の特色ある区づくり予算（区役所企画事業）」について，

貴自治協議会よりいただきましたご意見に対して別紙のとおり報告します。

記

１ 「令和３年度 特色ある区づくり予算（案）」一覧

２ 「令和３年度 特色ある区づくり予算（区役所企画事業）（案）」

ご意見への対応について

資料 報 ２ 



＜魅力的で活力あふれる拠点のまち＞

1 まちなか発にぎわいプロジェクト 【総務課】 1,200 千円 P1

＜安心してすこやかに暮らせるまち＞

2 しもまち地域活性化事業 【地域課】 1,700 千円 P1

3 レッツ トライ！　糖尿病予防事業 【健康福祉課】 1,628 千円 P2

4
みんなでつながるにっこにこ
子育て応援事業

【健康福祉課】 5,230 千円 P2

5 赤ちゃん誕生お祝い会支援事業 【健康福祉課】 520 千円 P3

6
話そう・つなごう・あなたの想い
終活きっかけ作り事業

【健康福祉課】 1,102 千円 P3

7 防災人材育成・地域づくり事業 【総務課】 4,800 千円 P4

8 犯罪のない地域づくり事業 【総務課】 740 千円 P4

＜水と緑が調和したやすらぎのあるまち＞

9 鳥屋野潟環境啓発事業「とやの物語」 【窓口サービス課】 3,300 千円 P5

10 区民協働森づくり事業 【建設課】 5,560 千円 P5

＜未来につなぐ歴史・文化のまち＞

11 地域のお宝！再発見事業 【地域課】 1,920 千円 P6

12 みなとまち新潟　伝統的産業ＰＲ事業 【地域課】 3,800 千円 P6

【地域課】 1,500 千円

合計 33,000 千円

令和３年度　特色ある区づくり予算（案）一覧

区自治協議会提案事業
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番号 １ 

継続 事業名 まちなか発にぎわいプロジェクト 
部会 第１部会 

担当課 総務課 

区ビジョン 魅力的で活力あふれる拠点のまち 事業費 1,200 千円 

【事業目的】 

中央区役所の「門前」である NEXT21 公開空地（アトリウム）において、周辺の商店街や西堀

地下街などと連携して、地域の方々の情報発信や PR につなげる催事を開催していきます。情報

発信や PRによって民間事業者のビジネスチャンスととらえ、その後のまちなか活性化（賑わい

づくり）の契機とすることを目的とします。 

【事業概要】 

まちなか活性化実行委員会で事業を企画し、ミニコンサートや啓発を兼ねたパネル展示など、

音楽・映像・情報発信等の事業を実施します。 

【第１部会意見】 

  ミニコンサートなどは新しい生活様式やイベント開催

の基準に注意しながら、実施の検討を進めてもらいたい。

また、展示事業については、新型コロナ禍においても影響

は少なく、他事業の情報発信の場として実施してほしい。

【担当課の対応】 

人が密集しない形での情報発信

に留意しながら、市民がまちなか

へ出向くようなＰＲや啓発事業な

どを計画していきます。 

番号 ２ 

新規 事業名 しもまち地域活性化事業 
部会 第２部会 

担当課 地域課 

区ビジョン 安心してすこやかに暮らせるまち 事業費 1,700 千円 

【事業目的】 

市内でも人口減少・少子高齢化の進行が著しい「しもまち地域」の活性化のため、当該地域

の知られざる魅力を発掘・発信し、人の交流・流入を促進します。 

【事業概要】 

1 商店・施設×アーティスト・クリエイターのコラボ企画の実施 

2 まち歩きや施設でのライブイベントなど現地イベントの開催 

【第２部会意見】 

  この事業は、継続して実施することで効果が生まれる事

業なので、途中で頓挫することのないよう、目的にある「人

の交流・流入を促進する」という最終ゴールにそった目標

をきちんと設定した上で、進めていってほしい。 

【担当課の対応】 

地域の方を含む多様な主体が

プロジェクトに参加し活動でき

る枠組みを基盤に、持続可能な事

業運営体制を確保していきます。

令和３年度 特色ある区づくり予算（区役所企画事業）（案） 

ご意見への対応について 
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番号 ３ 

継続 事業名 レッツ トライ！ 糖尿病予防事業 
部会 第２部会 

担当課 健康福祉課 

区ビジョン 安心してすこやかに暮らせるまち 事業費 1,628 千円 

【事業目的】 

中央区は、特定健康診査を受けた人の約半数は血糖値が基準値より高いという状況があり、

区の健康課題である糖尿病について、多くの区民に関心をもってもらい、糖尿病の正しい知識

や予防方法を啓発するため、関係機関等と連携し、糖尿病予防のための生活習慣改善につなが

るようなアプローチを行います。 

【事業概要】 

1 コミ協、地域の茶の間等へ栄養士、歯科衛生士、健康運動指導士等専門職や食生活改善推進

委員を派遣した講座の実施 

2 商工会議所や商店街等と連携した糖尿病予防の啓発、乳児を持つ保護者向け食の講座の実

施、調理動画の配信 

【第２部会意見】 

  部会での意見交換を踏まえ、令和３年度は、各コミュニ

ティへの専門職の派遣など地域の小集団にむけて直接的

な働きかけを行ってもらうこととなった。当手法により、

よりきめ細やかな糖尿病の予防の啓発を進めていってほ

しい。 

【担当課の対応】 

地域の集まり等へ専門職を派

遣し、糖尿病予防の啓発をきめ細

やかに行っていきます。

番号 ４ 

継続 事業名 
みんなでつながるにっこにこ 

子育て応援事業 

部会 第２部会 

担当課 健康福祉課 

区ビジョン 安心してすこやかに暮らせるまち 事業費 5,230 千円 

【事業目的】 

中央区は、子育て世帯に占める核家族の割合が全区で一番高い。子育ての不安・負担感が大

きく、孤立しやすい妊娠期から子育て期に切れ目のない支援を行い、育児不安を軽減すること

を目的とします。 

【事業概要】 

1 子育て支援ネットワーク会議及び産科との連携会議の開催 

2 妊カフェ、育カフェの開催、妊婦オンライン個別相談 

3 育ぱるの開催  4 10 か月育ちの講座の開催 

【第２部会意見】 

  平日の日中に就労しているシングルの子育て世帯も参

加しやすいような事業の内容や子育て情報の発信、相談が

必要なのに子育て関係の講座や相談等で関われていない

保護者たちが気軽に相談しやすい場の整備も検討してほ

しい。 

【担当課の対応】 

幅広く事業の周知を行うとと

もに、休日でも相談できる機関な

ど子育ての情報をわかりやすく

発信します。
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番号 ５ 

継続 事業名 赤ちゃん誕生お祝い会支援事業 
部会 第２部会 

担当課 健康福祉課 

区ビジョン 安心してすこやかに暮らせるまち 事業費 520 千円 

【事業目的】 

6 歳未満の子どもを持つ世帯に占める核家族の割合が全区の中で最も高い中央区において、

「赤ちゃん誕生お祝い会」事業を地域と協働で開催し、子育て世帯と地域がつながるきっかけ

を作ることで、安心して子育てできる地域づくりを推進します。 

【事業概要】 

1 「赤ちゃん誕生お祝い会」の開催を希望する団体を募集 

 2 参加者を地域の茶の間や地域での活動へつなぐための取り組みを協働で実施 

（「支え合いのしくみづくり推進員」や関係団体と連携して開催） 

3 申込みのなかった世帯の情報を主任児童委員等と共有 

（孤立する母親の早期発見・支援） 

【第２部会意見】 

  申請団体が、他の関係団体等との協力、連携がスムーズ

に行えるよう、行政としてサポートしてほしい。 

【担当課の対応】 

支え合いのしくみづくり推進

員の関わりを強化し、関係団体と

の円滑な連携を支援します。

番号 ６ 

継続 事業名 
話そう・つなごう・あなたの想い 

終活きっかけ作り事業 

部会 第２部会 

担当課 健康福祉課 

区ビジョン 安心してすこやかに暮らせるまち 事業費 1,102 千円 

【事業目的】 

中央区は高齢者独居世帯の割合が全区で最も高く、今後も独居や身寄りのない高齢者の増加

が予想されます。人生の最終段階の時期には、医療やケアで選択しなければならないことが増

えてきますが、事前に自ら意思表示をしたり家族で話し合っている人は多くありません。区内

の病院からも、事前の意思表示がないまま救急搬送や入院している高齢者が増えているという

報告もあります。「家族や知人で事前に話し合い、意思表示をすること」の大切さを理解し、そ

のための支援やしくみを作ることが必要と考えます。 

【事業概要】 

1 専門職研修  2 民生委員研修  3 区民啓発  4 高齢者ケア会議 

5 高齢者ケア会議作業部会 

【第２部会意見】 

  終活を進めるには家族への周知が非常に大事となるの

で、区民向けの啓発をもっと取り入れてほしい。

【担当課の対応】 

圏域毎に区民向けの「人生会

議」を開催し、話し合うことの大

切さを周知します。
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番号 ７ 

継続 事業名 防災人材育成・地域づくり事業 
部会 第３部会 

担当課 総務課 

区ビジョン 安心してすこやかに暮らせるまち 事業費 4,800 千円 

【事業目的】 

中央区は 8 区の中で最も人口密度が高く、高齢者の数も最多となっており、大規模な都市型

災害への対応が求められています。 

発災時に地域が主体となる自主防災活動や、区民一人ひとりが適切な避難行動をとれるよう

な体制づくりを進めます。 

【事業概要】 

1 避難所運営スキル向上事業     2 中央区自主防災組織防災資機材整備事業補助金 

3 避難行動要支援者関係づくり事業  4 地域版津波自主避難マップ作成事業 

【第３部会意見】 

  津波自主避難マップの作成は希望するコミ協も多く、広

く実践してもらいたい。また、防災士を増強し地域での防

災力向上を図るため、防災士の資格取得を補助する制度の

周知や、女性防災士の育成にも注力してほしい。

【担当課の対応】 

マップの作成は、危険度が高い

コミ協から優先的に支援し、防災

士育成助成については、効果的な

周知に努めていきます。 

番号 ８ 

継続 事業名 犯罪のない地域づくり事業 
部会 第３部会 

担当課 総務課 

区ビジョン 安心してすこやかに暮らせるまち 事業費 740 千円 

【事業目的】 

中央区は犯罪発生件数も多く、中でも特殊詐欺については、発生件数、被害額、相談件数な

ど全区の中でも多い状況となっています。 

警察署等との街頭啓発活動のほか、協力事業者による高齢者宅への訪問啓発を実施すること

により、防犯意識の向上を図ります。 

【事業概要】 

1 特殊詐欺への注意を喚起するチラシと啓発物作成 

2 警察署等との街頭啓発   3 協力事業者による高齢者宅への訪問配布 

【第３部会意見】 

  特殊詐欺への対応について継続した啓発活動を実施し

てほしい。また、特殊詐欺に有効とされる録音機能付き電

話機の貸し出しは、今も市で実施されているが、その台数

は少なく、中央区での独自展開について、市民ニーズや今

後の固定電話機そのものの普及状況など未来を見据えて

検討してもらいたい。

【担当課の対応】 

特殊詐欺に対処するため、街頭

啓発、訪問啓発を継続するととも

に、市民ニーズ等の状況に応じ、電

話機の貸出を検討していきます。 
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番号 ９ 

継続 事業名 鳥屋野潟環境啓発事業「とやの物語」 
部会 第４部会 

担当課 窓口サービス課 

区ビジョン 水と緑が調和したやすらぎのあるまち 事業費 3,300 千円 

【事業目的】 

鳥屋野潟周辺の自然環境に対する市民等の認識度の向上を図り、環境意識を高めることによ

り、広く市民等の環境への取り組みを促し、都市と自然豊かな水辺が共生するまちづくりを推

進することを目的として、環境啓発事業を行います。 

【事業概要】 

1 子ども環境サミット（出前講座・体験学習の実施、映像教材の作成） 

2 鳥屋野潟資料作成 

【第４部会意見】 

  部会での意見交換を踏まえ、令和３年度は、イベントだ

けでなく、出前講座や体験学習を通じた子どもたちへの啓

発が行われることとなったので、この取組を通して、潟の

重要性を伝えていってもらいたい。 

  出前講座などは、鳥屋野潟周辺の学校だけでなく、区内

の全学校に案内をしてもらいたい。 

【担当課の対応】 

出前講座等を通じた子どもた

ちへの啓発を継続していきます。

ご意見をふまえ、令和３年度

は、中央区内全小中学校へ対象を

拡大します。 

番号 １０ 

継続 事業名 区民協働森づくり事業 
部会 第４部会 

担当課 建設課 

区ビジョン 水と緑が調和したやすらぎのあるまち 事業費 5,560 千円 

【事業目的】 

汐見台周辺の海岸林は、林帯幅が他のエリアに比べて狭く、季節風などの減衰効果が弱いた

め、防風対策が望まれています。 

本事業は、防風対策を主な目的とし、区民協働により継続的にクロマツの植樹を行います。 

【事業概要】 

1 海浜植物園周辺で抵抗性クロマツ苗の植樹（イベント開催 2回、植樹 500 本） 

 2 汐見台エリア活用連絡協議会の開催、計画策定（協議会開催 1回） 

 3 除草等の植樹準備、植樹、植樹後の静砂垣設置 

 4 樹木の密度管理（除伐 550 本）

【第４部会意見】 

  防風林になるまで長い年数がかかるものなので、今まで

植えた松の管理は専門家などの意見も聞きながら、しっか

りやってほしい。

【担当課の対応】 

植樹後の松について、協議会な

どを活用し、専門家などの意見を

参考にしながら管理していきま

す。 
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番号 １１ 

継続 事業名 地域のお宝！再発見事業 
部会 第３部会 

担当課 地域課 

区ビジョン 未来につなぐ歴史・文化のまち 事業費 1,920 千円 

【事業目的・効果】 

中央区には、市街地を中心に歴史・文化を感じることのできる歴史的建造物や貴重な文化が

数多く存在します。それらの地域資源に対し、市民、特に区民が関心を深め、誇りと愛着を持

ち、次世代に引き継いでいくことが必要です。そのために、地域資源の魅力を市民（区民）が

共有し、シビックプライドの涵養につなげることを目的とします。 

【事業概要】 

1 新潟シティガイドによる解説付「えんでこ（まち歩き）の実施」 

2 区ホームページ、SNS などによる中央区の見どころ紹介 

3 SNS や区役所だよりを活用し、区民自らが地域の魅力を発信する企画の実施 

【第３部会意見】 

  部会での意見交換を踏まえ、新型コロナウイルス感染拡

大防止のため、やり方を見直しているほか、距離が保てる

ようインカムなどの機器を用意して実施することとなっ

た。また、まち歩きが開催できない場合でも、より多くの

人に周知できる PR 方法を検討してほしい。

【担当課の対応】 

新型コロナウイルス感染防止

対策を行いながら、まち歩きを実

施します。また、より多くの市民

に周知できるよう、効果的な PR

方法を検討していきます。 

番号 １２ 

継続 事業名 みなとまち新潟 伝統的産業ＰＲ事業 
部会 第１部会 

担当課 地域課 

区ビジョン 未来につなぐ歴史・文化のまち 事業費 3,800 千円 

【事業目的】 

中央区の伝統的産品である「新潟漆器」、「発酵食」と新潟湊の繁栄を象徴する「古町芸妓」

について、その魅力を再発見してもらい、次世代への普及促進とともに、これらの産業の振興

を目的とします。 

【事業概要】 

1 新潟漆器利用促進事業 

2 「料亭の味と芸妓の舞」事業への支援、古町芸妓 PR 

3 区内製造発酵食の販売の促進、関連イベントでの PR 活動 

【第１部会意見】 

  文化継承の普及活動は必要な事業であり、新潟漆器につ

いては市民向け、古町芸妓については観光面での視点を取

り入れた周知も強化してほしい。 

【担当課の対応】 

関係機関と連携し、情報共有を

図りながら、より効果的なＰＲ方

法について検討していきます。 


